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夏休みに入る前、季節の行事として「スイカわり」を行ないました。丸いスイカを

目の前にして触る事も棒を持ってスイカを割る事も普段なかなか経験できない事では

ないかと思います。あおぞら園では、行事を通して季節を感じながら様々な体験をす

る事を大切にしていますが、「スイカわり」もそのひとつです。

　導入として、順番活動の中で手作り擬似スイカを使用して「割る動作」を練習したり、

壁面にスイカの製作を飾ったりして本番に向けて気分を盛り上げていきました。

　そして迎えた本番、まずは順番にスイカを触ったり持ったりして「冷たさ」や「重さ」

を感じてもらいました。冷たさに驚く様子や口を近づけて食べようとする様子や持ち

上げようとする様子等、お子さま、それぞれに様々な反応を見せてくれました。本物

に触れる事がお子さまにとって良い経験になる事を改めて感じた瞬間でした。練習を

積んできたスイカわりも、順番が回ってくると張り切って前に出てスイカを目がけて

叩く動作ができていました。少しずつ中身の赤い部分が見えてくるとより力が入り、割れた瞬間のお子さま達の

表情は晴れやかでした。手を伸ばして食べようとするお子さまもちらほら…和やかな雰囲気の中で季節の行事を

クラス一体となって楽しむ事ができていたように思います。その後は、厨房で用意していたスイカを皆で頂きま

した。食べる事は難しくても、触ったり匂いをかいだり唇につけたり、興味を持てた事も良かったと思います。

　今後も季節の行事を大切に、お子さま達の「楽しい」「またやりたい」をたくさん引き出せるように、そして色々

な経験ができるように企画していきたいと思います。（内山）

最近、大きな台風が接近し気が気ではない日々を過ごしましたね。

皆さん（職員含む）の安全確保、建物の状態等、全てにおいて休園すべきかどうか悩ましい

ところです。

今回は、無事通り過ぎましたが、温暖化の影響で今後このような気候変動が激しくなると思

うと、不安がよぎります。とは言え、こども達は夏の季節を十分楽しめるよう、職員の企画

で「水遊び」「タッチプール」「スイカ割り」といっぱい楽しみました。

私たち大人は、こども達の将来のために安全安心な日本を作る使命があり、まずは明石市が障害があろうがな

かろうが「やさしいまち」になれるよう、発信していきたいと思います。

「もっとやってみた！」スイカわり ～あおぞら園夏の行事報告～
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ひまわりっこクラブの応援団増加中！ ～きょうだい児主役のイベント～

8 月 23 日（金）に今年度１回目のひまわりっ

こクラブを開催しました。ひまわりっこクラブは

あおぞら園・きらきらに通われている園児のお

兄ちゃん、お姉ちゃんが対象になります。今回

は 6 家庭 9 名のきょうだい児に参加していただ

きました。レクリエーションでは初めて会う人

もいましたが、ゲームを通して緊張もほぐれてい

きました。アトラクションタイムでは各コーナー

を回って、親子で協力して取り組んだり、体を動

かして楽しんだりしました。

今回は元プロボクサーの戎岡淳一さん、明石市

議会議員の高尾議員、中村議員がきょうだい児支

援を盛り上げたい、応援したいとご協力いただき

ました。ボクシング体験コーナーはお子さんだけ

でなく、保護者の方にも人気のコーナーとなりま

した。

ひまわりっこクラブを通して、誰かのお兄ちゃ

ん、お姉ちゃんという存在ではなく、一人ひと

りが大切な存在であることを保護者の方だけで

なく、たくさんの大人が味方であること、応援

していることを伝えていきたいと思っています。

また、きょうだい児には自分と同じ立場の人がいる、仲間がいるということを知ってもらう機会になればと思い

ます。次回の開催は 12 月 26 日（木）を予定しています。今後も継続した支援を行っていきたいと思います。（泉川）

「自分はできる！」あおぞら園・きらきらの療育 ～自己肯定感を養う～

あおぞら園・きらきらの療育で自立課題に取り組んでいます。自立課題は、

自分一人で取り組むことができるように設定された活動です。ご本人の今の成

長（手指・認知・目と手の協応など）に則した課題を提供します

方法には、明確な「始まり」と「終わり」があります。「終わり」を経験し

ていく中で、次の活動への移行のタイミングを学んでいきます。自分一人で出

来る課題を取り組むことで、「自分はできる」という感覚を養い、自己肯定感

を育てていくことにも繋がります。この方法は、将来の就労にもつながり、色々

な意味で効果があるので、出来るだけ、日々取り組むように機会を設けています。取り組んでいることを日々の生

活に繋げられるように、保護者の方とお子様の成長を共有したいと思います。（山出）

西二見語業協同組合様のご協力！！ ～生きた魚とふれ合うタッチプール～

8 月 9 日（金）に西二見漁業組合の松本組合長にご

協力いただき、タッチプール体験会を開催しました。

昨年度はお子様と指導員で体験会をしましたが、

今年度は夕方に開催し、親子でタッチプールを楽し

みました。松本組合長にはお忙しい中、お子様が触

りやすいようにと小さな魚、タコ、ヒトデなどを用

意していただいたり、小さな水槽を用意していただ

きました。間近で見る海の生き物に目を輝かせなが

ら手を伸ばすお子様やドキドキしながら水槽の中を

のぞくお子様など普段の生活・療育の時には見られ

ない姿がありました。保護者の方からも「貴重な経験ができました」と感想をいただき、本物・生き物に触れる大

切さや新しいものに出会う経験の大切さを感じました。園内では経験できないことも地域の方にご協力いただきな

がら、今後も様々な本物に触れる機会を作っていきたいと思います。（泉川）
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保育士と一緒にスイカわりを
楽しむいるか組のお子様

自立課題に取り組むきらきらのお子様
きょうだい児支援の必要性を話す飯塚園長（右）

またその話を真剣に聞く（左から）中村議員・高尾市議員・戎岡淳一氏

こども達にタッチプール体験の場を作っていただいた松本組合長（右）

ミット打ちを通じて真剣にきょうだい児に向き合う戎岡淳一氏


